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学業成績と学習動機づけに及ぼす欲求不満耐性の影響について








通説がある｡これは甘やかされて育った子 どもは､セルフコン トロールが育ちに くく､欲
求不満に耐えて地道に努力しようとする傾向が希薄で､日々の努力を怠 りがちになるため､
学力の伸びが期待できないのである｡











としてマシュマロテス トを実施 し､このテス トによって測定された欲求不満耐リ性の程度 と
10数年後の人格の諸側面 との関連について報告 している｡マシュマロテス トとは実験者が
幼児の前にマシュマロを一つおいて ｢私が部屋に戻って くるまでに待つことができたら､
マシュマロを2つあげます｡でも､待てない時はここにあるマシュマロを食べてもいいで











1976;龍 ･小川内 ･山口､1989)0 Sarafino,etal.(1982)は幼児に内発的な興味の高い課
題に取 り組ませる前に､ 目の前に金銭報酬 (2セント-低報酬条件かまたは10セント-高


























いだされた. しかし､宮地 (1999)では､学習成績 と欲求不満耐リ性との関連について検討

















たり､文句を言ったりします｣など10項 目)､意志力 (｢私はや らなければならないことが





分のしたいことがあるときでも､や らなければならないことは優先 して最後までや りきる
能力のことである｡忍耐力とは､他人からの批判に耐える能力､物事 を行 う場面で多少の
障害や困難なことに耐える能力のことである｡各項 目に対 して､｢いつ もあてはまる｣｢し
ばしばあてはまる｣｢どちらともいえない｣｢めったにあてはまらない｣｢どんなときもあて
はまらない｣の 5段階で評定させて順に､ 5､ 4､ 3､ 2､ 1と得点化 した｡
(2) 動機づけに関する質問紙
Hayamizu(1997)の質問項 目を和訳 したものを用いた｡中学校の頃を思い出させて数学
の勉強をどんな理由で勉強したか という質問に対 して28項 目にわたり回答させた｡外的調
整 (｢先生が宿題 をだすか ら｣など7項 目)､投影的調整 (｢勉強しないと不安だから｣など
7項 目)､同一化的調整 (｢勉強してお くべ き大切な内容だから｣など7項 目)､内発的動機
づけ (｢わかるようになるのが うれ しいから｣など7項目)の 4つの下位尺度から構成され
ている｡外的調整は重要な他者による賞罰によって行動が引き起 こされる動機づけの段階
である｡投影的調整は内面化 した賞罰によって行動が引き起 こされる｡従 って､ もはや具
体的な賞罰を必要 としない段階であるが､ しなければいけないのだが本当はしたくないの
だという違和感が強 く､自己決定感が次の同一化調整段階よりも希薄である｡同一化的調










かった｣｢大変悪かった｣の 5段階で評定させて､順に 5､4､3､2､ 1点 と得点化 した｡
手続き 女子学生に対 しては集団形式でアンケー トに回答させた｡男子学生に対 しては個




主因子分析､バ リマックス回転を実施 したところ3因子が抽出された (固有値 ;第 1因
子2.93､第 2因子2.23､第 3因子2.27)｡スケールの独立性を高めるために複数の因子にま
たがって負荷量の高い項目､負荷量が､40に満たない項目を除外 した｡
その結果､第 1因子が 7項 目､第 2因子が 5項目､第 3因子が 3項 目になった｡内的整
合性 を検討するために､折半法による信頼性係数 βを算出したところ､第 1因子について
はp-.73､第 2因子についてはp-.65､第 3因子についてはβ-.67という､項 目が比較
的少ない割には概ね満足できる数値 を得た｡そして､高橋 (1989)に則 り､第 1因子を自
己統制力､第 2因子を意志力､第 3因子を忍耐力 と命名 した (Tablel参照)0
く相関分析〉
(2) 4つの動機づけ測度間の関係







(3) 動機づけの測度 と欲求不満耐性測度 との関係
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Tablel 欲求不満耐性に関して抽出された因子














































二乗和 2.930 2.324 2.270
寄与率 0.122 0.097 0.095
累積寄与率 0.122 0.219 0.314
Table2 4つの動機づけ測度 と3つの欲求不満耐性測度 との相関分析
変数 M SD 1 2 3 4 5 6 7
1.外的調整 19.9 4.6
2.投影的調整 18.9 5.7 0.66日
3.同一化的調整 17.3 5.1 0.39日 0.66日
4.内発的動機づけ 20.7 6.1 -0.01 0.29日 0.49日
5.自己統制力 25.8 4.2 -0.04 0.04 0.13 0.08
6.意志力 14.6 3.6 0.27H 0.37日 0.35日 0.33日 0.16
7.忍耐力 8.8 2.6 0.05 0.18 0.12 0.03 0.23' 0.20
HP<0.01 ●P<0.05
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(4) 自己報告的学業成績 と4つの動機づけ測度 との関係




Table3 自己報告的学業成績 と4つの動機づけ測度 との相関分析




















































(5) 自己報告的学業成績 と3つの欲求不満耐リ性測度 との関係
学業成績 と3つの欲求不満耐性測度間で相関分析を実施 したところ､Table4に示すよ
うに､学業成績 と忍耐力 との間に有意な相関は見 られなかった｡ しか し､自己統制力
(r-.-.22､p<.05)､ と意志力(rニ ー .37､p<.01)との間に有意な負の相関が見られた｡
Table4 自己報告的学業成績 と3つの欲求不満測度 との相関分析







































(iv) 内発的動機づけ :意志力との間に有意な関係が認められた (♂-.33､F(3､87)-
10.03p<.01)｡つまり､意志力が強いほど内発的動機づけが高 くなることをが兄いだ
された｡以上のように､意志力のみが 4つの動機づけ測度 と有意な因果的関係のある
ことが兄いだされた｡ しか し､ 自己統制力や忍耐力は動機づけ測度 との間に有意な因
果的関係は兄いだされなかった｡
(2) 欲求不満耐性の 3つの下位測度 と学業成績 との因果関係









け (外的調整､投影的調整､同一化的調整､内発的動機づけ)が高 く､ しかも､学業成績
も良かった報告 した｡すなわち､学習面でたとえしたくない課題でも､地道で計画的な努
力を優先的に実行できる傾向 (意志力)は､多様な動機づけが促 され､学業成績に肯定的
な成果を得 ることが見出された｡ しか し､ 自分の思い通 りにならない時や他人からいやな
ことを言われたり､されたりしたときでも､冷静に自分の気持ちを見つめて感情的になら



















動機づけレベルに肯定的な効果 を及ぼ したのかについては､今のところ明確な見解 を得 る
ことはできない｡ ところで､速水 (1993)は動機づけがより低次の段階から高次の段階に
移行するためには､有能感が媒介 となっていると主張 している｡この主張は実証的な資料
に基づ くものではないが､欲求不満耐性 と動機づけ との関連 をより詳細に検討 してい くた
めの手がか りとなるであろう｡例 えば､欲求不満耐性が同じでも､経験 した有能感が高い
者 と低い者 とでは､学習-の動機づけのレベルに差が生 じるのかどうかなど､今後欲求不
満耐リ性と有能感 を同時に考慮 して､動機づけのレベルとの関連について検討 してい く必要
があるだろう｡
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